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学校教育目標「認めあう」 

●志 抱いて 学びあい ●豊かな心で 思いあい ●元気にスポーツ 鍛えあい 

二中だより 
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校長 星野 健一 
 

「今日も暑いですね！」今年の夏はこの言葉があちこちで聞かれたのではないでしょうか。

暦の上では先月の 8月 8日に立秋は過ぎ、時は秋が近づいているはずですが、まだまだ暑い日

々が続いています。生活のリズムを取り戻すとともに、健康管理に注意しながら引き続きよろ

しくお願いいたします。 

さて、令和５年度の２学期がスタートします。この２学期は、学校生活の中でも一番期間が

長いのですが、行事や生活の中でも充実した学期になる時間です。まずは１学期の終わりに各

クラスで制作したクラス旗（なかなかの力作です！）が活躍する、体育祭が月末に控えていま

す。また、その前には１・２年生は新人戦、３年生は夏の成果を出す実力テスト、スピーチコ

ンテストと９月だけでも盛りだくさんの出来事があります。当然ですが、夏休み開けのリズム

を取り戻す中での活動なので、色々な人のサポートが必要なときがあると思います。そのとき

には、気づいた人が優しい手を差し伸べてくれると嬉しいです。 

ところで、４月に行った全国・県学力学習状況調査の結果が送られてきました。３年生はど

のような傾向なのか毎年興味津々です。その中で質問紙調査に着目してみると、朝食、就寝・

起床時刻、携帯の使い方、読書、将来の夢等、その学年によって特徴が違いますが、「地域や

社会をよくするために何かしてみたいことはありますか？」という項目に回答した生徒が 64.5

％と全国や県の数値よりも高く、二中の生徒は社会への視野が広くたくましさを感じました。

また、教科は「国語の勉強は好きですか？」という項目の回答が 74.9％と高く、自ずと国語の

正答率が高い結果が出ていました。ことわざに「好きこそ物の上手なれ」というのがあります。

「好きなことをしていると自然と上手くなるよ」という意味ですが、誰だって自分が好きなこ

とは一生懸命にやりたくなると思います。その好きなことについて学んだり、試行錯誤したり

することで、自然とその技能は上達するはずです。例えば、音楽が好きな人は、自分から楽譜

を読んだり、楽器を弾いたり、曲を作ったりすることで、自然と音楽のスキルが向上します。

それと同じで、好きなことは楽しくて、その楽しさが人を成長させていきます。 

2学期は体育祭、しらさぎ祭、新人戦、社会体験チャレンジ等と教科以外の行事的学習が多く

入っています。何かのきっかけで今までそれほど関心がなかった物事や教科が好きになるチャ

ンスが見つかるかもしれません。わたしたち職員も色々発信して、この 2 学期にきっかけづく

りをたくさんしていきたいと思います。ぜひ、ご家庭・地域でも温かく支援していただけると

助かります。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

「好きこそ物の上手なれ」 

 

What one likes, one will do well. （好きなものは、上達しやすい。） 

If you are passionate about something, you will succeed.  

（情熱を持てるものは、成功しやすい。） 

 


